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l 緒 言

鳥取県三朝温泉は長寛2年 (1164),源義朝の臣 ･大久

保左馬之祐によって発見せられた と伝 えられ (藤浪,

1938),すでに 800年の歴史を有する.三朝川に沿い花

尚岩の地盤から湧出するおよそ70の源泉からなり,少数

の単純泉を除いてほとんど大部分が弱食塩泉に属し,後

者には少数の硫黄泉が含まれている (大畠,1949;大畠

ら,1954).1914年石津 (1915)によって 142.14マッヘの

ラドンが測定せられて以来,本邦最強の放射能温泉とし

て主にリウマチ性疾患や消化器病患者の療養に応用せら

れてきたが,その効果についての医学的集計がなかった

ので,主として温泉療養のみを行った入院患者について

帰宅後の経過を調査してみた.

tl調 査 方 法

1955年 1月から1958年3月にいたる間に岡山大学病院

表 1.

名前 男 女 年令

汗TTtL._I_ ._____ _

1)湯治の期間 昭和【ー_年ー 月頃 約一 日間

･日一 回入浴 飲み湯寸となE=,:

2)湯治の効果

I. _ ∴ 一二三 一

なかった

3)帰宅後の経過

帰宅後 今日までずっと調]二がよい

帰宅後_- _日頃より再び悪くなり-_頃から EIiまで

__【 r r 等で治療した

↓(例えば言;言ご完 日50mg)

4)現在の症状

三朝分院内科に入院し主として温泉療養のみを行ったリ

ウマチ性疾患々者 149例に対し,1958年7月末に表 1の

ような様式の質問状を送付して回答を求めた.

川 調 査 成 績

質問状を送付した149例中住所不明で返送されたもの

は11例,回答あったもの98例であったから回答率は70.8

%であった.回答のあった98例の内訳は,男56列,女42

例,県別では,岡山が最も多く,兵庫,大阪,広島の順

であり(真 之),年令別に分類すると高年者が多く50才以

上が62.2%を占めている(表3).次に各疾患別に,その

湯治効果を調べてみると,慢性関節 リウマチ30例中有効

26例で,卒中,癌を合併して死亡した2例を除くと,93

%が有効であり,変型性脊椎症19例申有効18例 (95%)

で,この両者は著効を示しており,坐骨神経痛,椎間板

軟骨へルニヤは,それぞれ,67%,57%で,や 効ゝ果が

おちるが,所謂五十肩,老人性膝関節症等では,何れも

裏 2. 分 類

性別分類 男 :56名,女 :42名
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表 3. 年令別構成

松 本 欣 之

表 5.湯治効果発現の時期及びその継続期間

年 令 l 患 者 数

10-19才

20-29才

30-39才

40-49才

50-59才

60-69才

70-79才

B O ～

表 4.各疾患別湯治効果

疾 患 名 】総数 t有効 座 効 桓亡恒 効率

慢性関節 リウマチ

変 形 性 脊 椎 症

坐 骨 神 経 痛

椎間板軟骨へルニヤ

五 十 肩

筋 肉 痛

腰 痛

老 人 性膝 関節 症

変 形 性 関 節 症

膝 関節炎 (化膿性)

外 傷 性 神 経 痛

筋 肉 リ ウ マ チ

Lumbalisation
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80%
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有効率 81.2%

年 度 別 分 歎

湯治中か ら効果発現

60(74%)

帰 宅 後 効 果 発 現

21(26%)

湯治申のみ効果あり 14

帰宅後 1ケ月間効果継続 5

〝 2ケ月 〝 6

〝 3ケ月 〝 4

それ以上 〝 9

現在まで 〝 22

1ケ月間効果継続 2

2ケ月 〝 1

3ケ月 〝 1

それ以上 〝

現在まで 〝

不 明

3

3

1

注.2相性の者 3例あり

表6.湯治効果発現の時期

湯治中よ り効果発現 60名

入 湯 第 1日

不

〝 3日

〝 4日

〝 5日

〝 7日

〝 8日

〝 10日

′′ 13日

〝 14日

′′ 15.rl

〝 20日

〝 24日
〝 30日

明

帰宅後効果発現 21

帰宅後直ちに

不

〝 数日後

〝 5日後

〟 lo白後

〟 11日後

〟 15日後

〝 20日後

〝 21日後

〝 30日後

〝 40日以上
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全例に効果を認めている.以上を合引すると,98UTJ中78

例,8112D/Oが湯治効果があったと回答している(表4).

帰宅後に,温泉効果の現れてくることも多いといわれ

るが,これについて調べてみると(表 5),湯治中から効

果を認めた者74%,帰宅後効果が出て きた と答 えた者

26%で,り4の人は,帰宅後効果が現れることが判った

が,その効果の持続期間は,表に示す如くで,現在まで

効果の続いている者が35例43%に上っている.

次に,湯治効果発現の日を調べると,表 6の如く,第
5-第10日日頃に,効果が現れ始めたという人が大半を

占めており,帰宅後効果の現れた人については,その時

期は不定の様である.

1日の入浴回数と湯治効果との関係をみると,3回以

下の場合に比べ,3回以上の場合に,帰宅後,効果が現

れたという人が多いが,これは,入浴回数の多い場合,

その湯あたり症状が強いため,入湯効果をおおっている

ためではないかと推察される(表 7).

湯治日数と湯治効果との関係を調べると,日数の長い

表 7.1口の入浴回数と効果との関係

頑 蛮 臣 匡 表 面 表二二二蚕

3回以上t 43 い 4(560/o)

不 明 き 4 】

8(15%)

13(30%)

表8.湯治口数と効果との関係

10(18%)

6(14%)

日 数 L総数 願 完おら匝宅後画無

15日以下

16日～1ケ月

1ケ月以上

6(320/o)

23(620/a)

30(72%)
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表9.飲泉と湯治効果との関係

飲泉の有可 総 数 ,E慧讐 果が

飲 泉 した i61(660/a)

飲泉しない

不 明

湯治効果が
なかった

25(83%) L 5(17%)
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荏,湯治巾から効果D現れる例が多くなり,逆に帰宅後,

効果が現れたという人が少く,また,無効であったとい

う人は,15日以下の湯治日数の場合に多かった(表8).

次に,飲み湯が,湯治効果に影響を及ぼすかどうか調

べてみると,表の如く,少くとも痔痛性疾患に対しては,

三朝温泉の飲泉は,あまり陽治効果に影響を及ぼさぬ標

である(表9).

さて,帰宅後,今日まで,可良な状態を示す35例以外

の人は,それぞれ,何らかの治療を受けている訳である

が,その内訳を回答のあった46名について調べると,表

10の如く,所謂,神経痛,リウマチに有効ときれる療法

が網羅きれており,特に,コ-チゾン,ア1)ナミンの内

服,ハイドロコ-チゾンの関節内注入,マッサ-ジ,指

圧,はり,きゅう等が多い.

表10.帰 宅 後 の 治 療

(明記してある46名について)
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lV 結 言

三朝温泉で湯治を行ったリウマチ性疾患々者について

その帰宅後の経過を調査して次の知見を得た.

1･湯治効果は,五十肩 ･老人性膝関節症では100%,

変型性脊椎症 :95%,慢性関節リウマチ :93%,などが

著効を示し,総体的には98例中78例 (81.2%)に有効で

あった.

2.湯治効果発見の時期は740/Oが湯治中から効果を認

め,特に入湯第 5-10日頃から効果を覚えた者が多い.

26%は帰宅後効果発見をみた.効果の持続期間は現在ま

で効果が続いていると答えたものが全体の43%であった.

3･入浴回数と湯治効果との関係では,1日3回以下の

場合にくらべ,3回以上の者に帰宅後効果が現れたとす

る者が多い.

4･湯治日数の長い程,湯治中から効果を認める者が

多く,無効と答えたのは15日以下の湯治日数の場合に多

かった.

5.飲泉の併用は,湯治効果に特に影響を及ぼさない

ようであった.

本報告は,昭和33年 10月25,26日(1958)第13回日本

内科学会中国 ･四国地方会の席上発表した.
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FOI.LOWIUPRESULTSOFRHEUMATICDIS-

ORDERSTREATEDWITHHOTSPRINGS

byPlnShiMATSUMOTO(Director:Kror.H.MoRINA-

GA),DepartmentofInternalMedE'cL'ne,InstltlLtefor

TjZermalSpringResearch,OkayamaUf7L.VerSity.

欣 之

Absff･aCt. MisasaSpa,locatedinTottoriPrefec-

ture,wasdiscoveredin1164,andithasbeenwidely

usedforthemanagementof-rheumaticdisorders,

gastrointestilla】diseasesandsoon.In1914,Dr.R.

TslilZUmeasuredradoncontentsinMisasasprlngWa-

terstobe142.14Mache,andthenMisasaHotSprings,

a一kalinecommonsaltsprlngS,Werealsoknownas

rad10aCtlVehotsprings.

InJuly,1958,patientswithrheumaticcomplaints

whohadbalneotherapyatMisasaBranchHospitalof

OkayamaUniversity,fromJanuary,1955toMarch,

1958,werereexamined.A questionnaireaboutthe

effectivenessofbalneotller'lpyWasSenttO149pa-

tientsand98answerswerereceived.Theresultswere

asfollows:

1.SpatreatmentwaseffectiveinlOOo/aoTshoul-

der-handsyndromeandosteo-arthrosisortheknee,

in95%ordegellerativespondylosis,in93%orrheu-

matoidarthritis,in800/aoflowbackpain,in670/aof

sciatica,etc.Genera一lyspeaking,balneotherapywas

effectualin78or98patientswithrheumaticdisorders

(81.2%).

2.TheeHectivenessof-Spatreatmentcameout

jnthecourseorthermalcurein74%or78cases,and

theothersrecognizedtheeffectsafterspatreatment

was吊nished.

3.TheeHectoFspatherapyonthesubjective

complaintsWasnotableinthecaseswhichhadape-

riodofspatreatmentoverhairamonth.Inthecases

whichhadaperiodorspatreatmentwitllin2weeks,

itisthoughtthattheperiodistooshorttorevealtlle

ef-ficacyofhotspr∫ngbathing.

4.1tappearedthatdrlnkingorhotspr】ngwater

hadnoremarkableeHectonrheumaticcomplaints.

5.Forty-threepercentolthecasesanswel'ed

thattheirbodyconditionsduringthisinquirytime

becamebetterthanthatatthebeginningofthebalneo-

therapy,andtheremaindersorthereexaminedcases

wereunderthetreatmentswithcortisone,vitarnine,

massage,acupunctureandsofbrtll.




